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要　旨　　高知県を流れる仁淀川の支流，土居川で採捕されたアユ Plecoglossus altivelis altivelis
の体表からエラオ類のチョウモドキ Argulus coregoni Thorell, 1864を採集した。これは，四国にお
けるチョウモドキの初記録である。
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緒　　言

　チョウ属（Argulus Müller, 1785）は甲殻綱エラオ目チョウ科に属し，淡水魚および海水魚の外部寄生虫で
ある（Yamaguti, 1963）。わが国の野生淡水魚に寄生する種にはチョウ Argulus japonicus Thiele, 1900とチョ
ウモドキ Argulus coregoni Thorell, 1864の2種が知られている（長澤，2009；Nagasawa, 2011）。長澤ら（2009）
は，中国地方におけるチョウとチョウモドキの採集記録を報告した際，両種ともに四国・九州地方からの記
録がないことを指摘した。しかしその後，愛媛県産ナマズ Silurus asotusからチョウが採集され，四国にお
ける分布が確認された（Nagasawa et al., 2010）。今回，高知県産アユ Plecoglossus altivelis altivelisからチョ
ウモドキを採集したので，四国における初記録として報告する。

材料と方法

　2010年8月14日に高知県仁淀川町北浦（33°36’19”N, 133°09’57”E）を流れる仁淀川の支流，土居川において，
衰弱して上流から流れてきたアユ（全長約10cm）を手網で採集し，その体表からチョウ属エラオ類を1個体
採集した。この標本を現地で95％エタノール液で固定後，研究室に持ち帰り，形態を観察し同定した。標
本の同定には Tokioka（1936），Yamaguti（1937），Hoshina（1950），Fryer（1982）を参考にした。本論文
で使用した魚類の学名と和名は中坊（2000）に従った。チョウモドキの標本は，国立科学博物館に保管さ
れている（NSMT-Cr 21849）。

結果と考察

　採集されたチョウ属エラオ類標本は全長3.3mmの雄で，チョウモドキ Argulus coregoni Thorell, 1864に同
定された（Fig. 1）。その形態は既報の記載（Tokioka, 1936; Yamaguti, 1937; Hoshina, 1950）と一致した。今
回の採集によって，チョウモドキが四国にも分布することが明らかになった。
　わが国のアユからは，チョウモドキとチョウのエラオ類2種の記録がある（Nagasawa et al., 2007）。この
うち，チョウモドキの記録は，京都府保津川産アユから得られた個体を，Yamaguti（1937）が本寄生虫の
新参異名とされている Argulus plecoglossiとして記載したのが最初である。その後，Hoshima（1950）が 
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長野県明科町（現在の安曇野市）にあった長野県明科水産指導所で飼育されていたアユから採集し，また
Nagasawa and Ohya（1996）が和歌山県新宮市にある近畿大学水産研究所新宮実験場で飼育されていたアユ
から見出した。なお，竹上（1984）は和歌山県日置川においてチョウモドキがアユに寄生する可能性を述
べている。アユはわが国の内水面漁業において最も重要な魚種のひとつであるが，アユに寄生するチョウモ
ドキに関する知見は断片的で見るべきものがない。今後は，野生アユおよび養殖アユにおけるチョウモドキ
の寄生状況等を明らかにする必要がある。
　わが国では，チョウモドキが養殖サケ科魚類から多くされているため（Nagasawa et al., 1987；長澤，
2009を参照），サケ科魚類に特異的に寄生するように思われがちである。しかし，わが国で最初に報告され
たチョウモドキの宿主がコイ科魚類のタナゴ Acheilognathus melanogaster（Tokioka, 1936）であることから
も分かるように，その宿主特異性は厳密ではないようである（長澤，2009；Nagasawa, 2011）。このことと
関連して，わが国の天然水域におけるチョウモドキの宿主範囲と宿主利用の解明は，今後の大きな研究課題
と言えるだろう。これまでに天然水域で見出された宿主は，サケ科魚類のヤマメ Oncorhynchus masou 
masou（加藤，1964），アマゴ Oncorhynchus masou ishikawae（田村・丸山 , 2009；長澤ら，2009），ブラウ
ントラウト Salmo trutta（長澤，2009），ゴギ Salvelinus leucomaenis imbrius（Nagasawa and Kawai, 2008），
アユ科のアユ（Yamaguti，1937；本論文），コイ科のタナゴ（Tokioka, 1936）であり，これらはいずれもチョ
ウモドキに寄生されていた魚種が単に宿主として報告されたものである。河川や湖沼の同一水域に生息する
複数魚種（魚類群集）を対象としてチョウモドキの宿主範囲や宿主利用に関する研究が行われたことはほと
んどない。僅かに Nagasawa and Kawai（2008）が島根県高津川最上流域で採集したゴギとタカハヤ
Phoxinus oxycephalus jouyi（コイ科）ではチョウモドキはゴギにのみ寄生していたと述べ，同様に田村・丸山
（2009）が奈良県五條市にある川原桶川で得たアマゴとアブラハヤ Phoxinus lagowskii steindachneri（コイ科）
ではチョウモドキはアマゴだけに寄生していたと報告している。これからすると，河川上流域ではチョウモ
ドキはサケ科魚類を主要な宿主として利用していると言えるかも知れない。一方，河川中下流域においては，
そのような研究例はなく，サケ科魚類が卓越することはない。アユは春～秋季にわが国の河川中下流域にお

Fig. 1.  A male specimen of Argulus coregoni （3.3 mm in total length） from the body surface of ayu 
（Plecoglossus altivelis altivelis） collected in the Doi River, a tributary of the Niyodo River, 
Kochi Prefecture, Shikoku, Japan. Alcohol-preserved specimen. A. dorsal view, B. ventral 
view. Scale bars: 1 mm.
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いて優先する魚種である。今後は，河川中下流域において，アユを含む魚類群集を対象に，各魚種の宿主と
しての相対的な重要性を評価するとともに，チョウモドキの同属のチョウとの分布域や宿主利用の違いを明
らかにすることが必要であろう。
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First Record of the Fish Ectoparasite Argulus coregoni Thorell
(Crustacea: Branchiura) from Shikoku, Japan
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Abstract　　A male specimen of Argulus coregoni Thorell, 1864 was collected from the body surface of 
an ayu (Plecoglossus altivelis altivelis) (Salmoniformes: Plecoglossidae) collected in the Doi River, a 
tributary of the Niyodo River, Kochi Prefecture, Shikoku, Japan, on August 14, 2010. This collection 
represents the first locality record for A. coregoni in Shikoku, one of the four major islands of Japan.
Key words:  Argulus coregoni, ayu, Branchiura, fish parasite, new locality record, Plecoglossus altivelis 

altivelis 


